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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和5年8月18日

イビデングリーンテック株式会社

・ｲﾋﾞﾃﾞﾝｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸの造園事業は、環境との調和をはかり、豊か
で安らぎのある街を創造します。｢ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰの街作りに参画し
住居計画実現と維持をする｣
・ｲﾋﾞﾃﾞﾝｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸの法面事業は、多様な防災技術を用いて人と
自然生態系が共生できる国土の建設に貢献します。「法面各種
保護工法を持いて安定化させる｣
・ｲﾋﾞﾃﾞﾝｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸの法面事業は、　CO2排出量が少なく独創性に
あふれる緑化技術を用いて山地生態系の保全に貢献します。「
全面緑化技術､自然地山保護技術でCO2削減と保全を行う｣

・すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育
を提供し、生涯学習の機会を促進する
・ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女
児のエンパワーメントを図る
・すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可
能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセ
ント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）
を推進する

・すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い
教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑬気候変動に具
体的な対策を,⑮森の豊
かさも守ろう

・当社の事業である、法面事業
、造園事業は緑化に繋がる事業
のため、当社の事業自体が気候
変動や森林保護といった社会課
題解決に貢献している
・CO2削減効果があるＧＴフレー
ム工法の提案面積68,436m（２０
２２年度実績）

・ＧＴフレーム工法の提案面積～
m

・ＧＴフレーム工法の提案面積7
0,000m（２０２３年度目標）

④質の高い教育をみんな
に,⑧働きがいも経済成
長も

④質の高い教育をみんな
に

・インターンシップの実施
・女性活躍の推進（改善活動の発表会）
・ 産休、育休取得の推進
・女性専用社用車の導入
・ノー残業デー（毎週水曜日）
・有給休暇取得率の向上
・定年後の再雇用
・65歳以降の雇用制度
・ワークライフバランスの推進

・e-learning（Webでの社内
教育の実施）
・通信教育の推進
・資格取得支援

・工事部門に女性社員が入社した場合、女性専用車両を１人
につき１台貸与
・ノー残業デーの定時帰宅割合、全社員の～割
・１人あたりの年間有給休暇取得日数

・e-learningの受講人数
＜資格取得支援＞
・1級土木施工管理技士の合格人数
・1級造園施工管理技士の合格人数
・１級建築施工管理技士の合格人数

・工事部門に女性社員が入社した場合、
女性専用車両を１人につき１台貸与
・毎週のノー残業デーの定時帰宅割合、
全社員の８割
・有給休暇日数１人あたり年間１５日以
上

・e-learningの受講人数をすべての講座において、受
講期間内に全員受講するようにする
＜資格取得支援＞
・1級土木施工管理技士を2026年度までに10人合格
・1級造園施工管理技士を2024年度までに8人合格
・１級建築施工管理技士を２０２６年度までに５名合
格

・経営理念にSDGsの理念を取り入れている
・毎週１回、部署毎に「コンプライアンスケースブック（法令遵守に関する事例集）」の読み合わせを行っている
・部署毎に「RCM」という表を作成し、既にあるリスクとこれから起こりうるリスクに分類をしてリスクを書き出し、それについての対応
策を記載することで、部署内でリスク及び対応策の共有を行っている

https://www.ibiden-greentec.co.jp/sdgs/


